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　国におきましては、平成２２年１２
月１６日閣議決定されました平成２３
年度予算編成の基本方針に基づき、
「成長と雇用の実現、デフレ脱却
への道筋」、「国民生活を第一に」、
「確固たる戦略に基づく予算編成」
を基本理念として、「新成長戦略」
を着実に推進すると同時に、「財
政運営戦略」に定めた財政規律の
下に、成長と雇用拡大を実現する
こととしています。
　こうした方針の下で編成した平
成２３年度一般会計予算の規模は、
９２兆４，１１６億円で前年度比０．１％増、
一般歳出は１．２％増となりました。
　また、静岡県の平成２３年度予算
においては、「個人消費をはじめ、
景気全体としては持ち直しの兆し
があるものの、国の経済対策の打
ち切りなどにより企業の生産が鈍
化するなど、先行きに対する警戒
感は強いものがある。」としてい
ます。
　厳しい財政環境の下、新しい総
合計画の実質的な初年度として、
富国有徳の理想郷「ふじのくに」
づくりと財政健全化の両立を目指
す予算編成とした平成２３年度一般
会計予算の規模は、１兆１，３２４億で
前年度当初比５９億円、０．５％の増と
なっています。
　この様な状況下において、本町
の財政は、主要産業である観光業

の不振が続き、所得の減少が見込
まれます。
　また、歳入の６６．６％を依存財源
で占める本町は、制度改正等の影
響を受けやすい体質であることは
明らかで、その内容によっては予
算編成に混乱を生じる可能性があ
ります。
　また、本年度は、昨年度の役場
新庁舎建設事業に続き、認定こど
も園整備事業をはじめとした大型
事業が予定されていることから、
事業量や町債発行及び償還の平準
化を図りつつも、本町の財政は厳
しいことに変わりはありません。
　従いまして、これまで以上に
国・県の動向に十分留意し、情報
収集に努めるとともに、将来を見
据えた財政運営が求められます。
　歳入では、各種交付金の減額が
予想されますが、町税は固定資産
税の増額が見込めるため微増とな
り、地方交付税総額は前年度同額
を見込んでいます。しかし、認定
こども園整備事業に係る福祉振興
基金からの繰入金や町債の総額は
５億９，８００万円にのぼり、財源確
保の厳しさに変わりはありません。
　特に、自主財源である町税の確
保は最重要課題であり、各種料金
等も含めて職員が一丸となり、よ
り一層の徴税・徴収に努めて参る
所存であります。
　一方、歳出では、年々増加の一
途をたどる社会保障費や依然とし

て歳出に占める割合が高い公債費、
並びに削減努力中の人件費等の義
務的経費削減は即効性がなく、歳
出の極端な減少が見込めないため、
継続的な人材育成を推進し、一層
の効率的行政運営に努めながら、
住民サービスの維持・向上を目指
すことが重要な課題となっていま
す。
　平成２３年度の予算編成にあたっ
ては、施政方針で述べましたよう
に、第５次南伊豆町総合計画の基
本理念及び町の将来像を具現化す
べく、
５つの基本目標
�安心・元気・温かさがあふれる
まちづくり
�優美な自然を生かした観光と交
流のまちづくり
�地域・自然の恩恵を生かしたま
ちづくり
�地域を担う人づくりと町の歴
史・文化を継承するまちづくり
�人、町、自然が共生する快適で
ぬくもりのあるまちづくり

共通目標
�自らが創り、守る南伊豆町の未来
以上全６項目の重点目標を掲げて
予算編成いたしました。
　平成２３年度の一般会計、１１特別
会計及び水道事業会計の予算総額
は、前年度対比７．１％増の総額７６億
９，５２１万４，０００円となりました。
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広報みなみいず ２０１１．４２

　現在、わが国を取り巻く環境は、
政局不安、少子高齢化の進行と人
口減少社会、地球規模での環境問
題、高度情報化の進展、経済のグ
ローバル化と産業構造の変化、並
びに中東・北アフリカを中心とし
た急激な民主化運動など、まさに
全地球的な規模で、不安定要素を
包含しつつ、急激な変化を遂げて
います。
　国内の地方行政に目を移します
と、昨今、国は地方分権・地域主
権の名の下に地方自治体への権限
委譲を推し進め、全国自治体の横
並び行政は終焉を迎え、住民は、
居住する自治体を行政サービスの
内容で選択できる時代となりまし
た。一地方自治体といえども世界
情勢や国内動向の影響は大きく、
自治体経営は更に難しい時代に入
り、一層の自助努力並びに劣化し
ない行政システムの構築が必要な
状況となっております。
　本町におきましては、昨年３月

事費について、後ほどご審議いた
だく平成２３年度当初予算に計上さ
せていただきました。この施設が
完成し、幼稚園児、保育園児が入
所することになれば、災害弱者と
いわれる町内全ての園児、児童及
び生徒が耐震性のある施設での生
活を送ることができ、保護者等関
係者の皆様の安堵感は計り知れな
いことと思います。
　産業振興、定住対策及び少子高
齢化対策など町内に課題は山積し
ておりますが、役場新庁舎や幼保
一元化施設の耐震化に加え、長年
の懸案事項でありました共立湊病
院の新病院（仮称）下田メディカ
ルセンターの工事に着手したこと
などから、平成２３年度は「安全・
安心して暮らせるまちづくり元年」
として、先ず、第一に住民の皆様
の生命と生活を守ることを念頭に
置き、議会や住民の皆様と協議を
重ね、説明責任を果たしながら、
まちづくりに邁進して参る所存で
ありますので、皆様方のご理解と
ご賛同をお願いいたします。

に策定しました第５次南伊豆町総
合計画に則り、町の将来像であり
ます「 次 

み

 世 
ら

 代 につなぐ　光と水と
い

緑に輝く南伊豆町～ひとにやさし
く　自然にやさしく　未来につな
ぐまちづくり」を推進していくた
め、議会の皆様並びに住民の皆様
の声をお聞きしながら、職員一丸
となって取り組んでいるところで
あります。
　今後も、総合計画の３つの基本
理念、並びに５つの基本目標及び
共通目標の達成に向け、鋭意努力
して参る所存であります。
　現在、この計画の中に明記して
ございます、安全・安心に暮らせ
るまちづくりの施策のひとつとし
て役場新庁舎の建設が本格的とな
り、平成２３年度末には、町の防災
拠点、災害時の最前線基地として、
また住民の皆様のコミュニティの
場として、耐震性を備えた、利用
しやすい庁舎が完成します。
　また、平成２４年度当初開園を予
定しています幼保一元化施設「（仮
称）南伊豆認定こども園」建設工
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林資源の活用につきましては、視
点を変えて検討する必要があると
思われます。
　また、調査と並行して、地熱、
森林資源その他のクリーンエネル
ギーの利活用を検討することを目
的として、各種団体代表者、町議
会議員、町職員などを構成員とす
る「南伊豆町新エネルギー利活用
検討委員会」を立ち上げ、それぞ
れの専門的立場から協議・検討を
いただきました。
　今後は、今回の調査結果を踏ま
えて、町内のクリーンエネルギー
をどのようにしたら地域の活性化
につなげていけるか、検討して参
りたいと考えております。
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み、下田高校１年佐藤愛さん（南
伊豆町加納）は５．０�高校・女子の
部で優勝され、日頃の練習の成果
を発揮されました。
　大会における反省点などが各関
係者から寄せられておりますので、
来年度の大会運営にこれらのご意
見を反映させながら、誰もが楽し
く参加できる｢青野川桜マラソン大
会｣に育てて参りたいと考えており
ます。
　最後に今大会を開催するにあた
り、大会役員を初めとする数多く
のボランティアの方々のご協力を
頂き、大きい事故もなく、無事に
大会が終了できましたことに厚く
お礼申し上げる次第であります。
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　静岡県から事業費３千万円によ
り委託を受けた「緑の分権改革」
調査事業が完了しました。
　「緑の分権改革」は、地域のクリー
ンエネルギー資源を把握し、最大
限活用することにより地域の活性
化を図り、地域の自給力と創富力
を高める地域主権型社会への転換
を目指すことを目的として総務省
が提案したもので、「緑の分権改
革」調査事業は、その一環として
実施されたものです。
　本町の事業は、下賀茂温泉の地
熱資源と森林資源を活用した事業
展開のための調査を実施したもの
で、プロポーザル方式により選定
した東電設計株式会社に業務を委
託して、平成２２年９月から平成２３
年２月まで行いました。
　地熱資源の調査については、関
係者のご協力のもと文献調査、現
況調査、地科学調査、物理探査な
どを行いました。その結果、下賀
茂温泉の温泉水は、海水が長い時
間をかけて岩盤中を流動し岩石と
反応して変質し、これに地表水が
混合したものであること、加納地
区の自噴泉地区を中心に高温の温
泉が上昇し、青野川に沿って下流
域に天水が混入しながら流動して
いること、地下深部に２００℃以上の
高温熱水対流系が存在する可能性
があることなどが判明しました。
　森林資源の調査については、荒
廃森林をエネルギー資源として活
用することで森林整備につながる
ことを期待して、広葉樹林を中心
とした山林資源の賦存量調査など
を行いました。その結果、広葉樹
林の量は予想以上に多いことが判
明しましたが、エネルギー資源と
しての活用にはコストがかかり過
ぎることが実証され、事業実施は
困難な調査結果となりました。森

　平成２３年２月１３日の日曜日「第
１８回青野川桜マラソン大会」が青
野川ふるさと公園で開催されまし
た。前々日及び前日がみぞれ混じ
りの悪天候で開催も心配されまし
たが、当日は晴天に恵まれ、上々
のマラソン日和となりました。
　当初は昨年（５１３人）を上回る
５５１人の申込みがありましたが、
インフルエンザの影響や前日まで
が天候不順だったこともあり、町
外からの参加者のキャンセルが多
く、最終エントリーは４６１人とな
りました。最近のエントリーの傾
向としては、健康志向や桜の開花
時期とあわせ、関東方面からも申
込みがあり、青野川桜マラソンの
人気が年々高まってきております。
特に本大会は家族と走るファミリー
コースが設けてあり、楽しそうに
親子で一緒に走る微笑ましい光景
が随所で見られました。
　また、各部門の上位入賞者は近
隣市町の方が多くを占めましたが、
本町の市町駅伝競走大会の参加者
メンバー等も５人が上位に食い込
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　今年で１３回目を迎えた「みなみ
の桜と菜の花まつり」は、南伊豆
町最大の春を呼ぶ観光イベントと
して、広く県内外に知れ渡り定着
して参りました。これにはＪＲを
はじめとする交通事業者や、マス
コミ関係者、多くの関係機関や町
民、ボランティアの皆様方のご協
力の賜と深く感謝申し上げる次第
です。
　２月２８日現在での入り込み客数
は、約３１万３千人で対前年比約
１１０％となり、昨年より多くの方々
に南伊豆の春を満喫していただく
ことができました。まつり期間中
のイベント開催日及び町有施設へ
の入り込み客数は、次のとおりの
結果となりました。
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広報みなみいず ２０１１．４４

ます。
　平成１５年から共立湊病院建設検
討委員会が設置され、新病院建設
の機運が高まるなか、有識者によ
る諮問機関（共立湊病院改革推進
委員会）からの答申をもとに、下
田市への病院機能移転が決定され
ました。
　また、公営企業としての採算性
に鑑み、医療に特化した病院建設
こそが安定的な経営に資するとの
提言に基づき、公募型プロポーザ
ル競技を実施し、設計施工一括発
注方式の導入による工期短縮・コ
スト削減が図られ、１病床当たり

約１，１００万円という民間レベルの
建築単価が達成されたほか、１０年
間の瑕疵担保責任、一定比率によ
る賀茂地区建設業者の工事参加を
義務付けるなど、今後の自治体病
院再生におけるモデルケースとも
いえる成果に、改めて感謝の意を
表する次第であります。
　現在地には、介護老人保健施設
なぎさ園に隣接して新たに診療所
が開設されますが、（仮称）跡地
利用検討委員会を設置し、景勝地
の環境保全と地域同意を前提とし
た利活用に努めて参る所存であり
ます。
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　共立湊病院組合では、本年２月
２５日に（仮称）下田メディカルセ
ンター並びに職員宿舎棟の起工式
（安全祈願祭）を挙行いたしまし
た。
　建設に要する工事期間は、来月
中旬から本体工事に着手し、来年
４月上旬に竣工予定であり、５月
の連休明けには賀茂医療圏におけ
る真の中核病院として高度な医療
機能を有した新病院が開院いたし
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　平成２２年１０月１日を調査基準日に実施された、国勢調査の人口と世帯数の速報値が

発表され、南伊豆町の人口は９，５１２人、世帯数は３，７０８世帯となりました。

　国勢調査へのご理解とご協力をいただき、ありがとうございました。

※速報値は、要計表（調査区ごとに人口や世帯数を取りまとめた一覧表）に基づき、静岡県

が独自に集計したものであり、総務省統計局の速報結果とは異なる場合があります。

　なお、確定値は、平成２３年１０月に総務省統計局から公表される予定です。
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　３月議会で副町長に 渥 
あつ

 美 
み

 幸 
ゆき

 博 氏（５２歳）が選任同意され、
ひろ

４月１日に就任しました。

����

　昭和５６年　静岡県就職

　平成１２年　企業局企画経営室　経営管理係長

　平成１５年　商工労働部地域経済総室　地域産業室主幹

　平成２２年　交通基盤部建設支援局　公共用地課専門監

　　　　　　（派遣）静岡県地域整備センター　総務部総務課長
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　平成２３年３月議会定例会におきまして、選任同意を賜り、４月１日付けで副町長を

拝命いたしました。

　その責任の重さに改めまして身の引き締まる思いであります。

　もとより微力ではありますが、鈴木町長の補佐役として第５次南伊豆町総合計画を

推進し、「次世代につなぐ　光と水と緑に輝く南伊豆町」を実現するため、誠心誠意

努力してまいります。

　つきましては、町民の皆様の御指導と御協力をよろしくお願い申し上げます。

広報みなみいず ２０１１．４６

�南伊豆町立図書館改修工事
 ３，５０７，０００円
 朝倉建設�

�簡易水道等施設整備事業市之瀬
地区配水管布設替工事

 １１，６５５，０００円
 飯泉設備工業

�簡易水道等施設整備事業岩殿地
区配水管布設替工事

 ２，９０８，５００円
 �塩崎工業

�石井浄水場フェンス設置工事
 ４，４２８，９００円
 �山崎建設

�地域活性化・きめ細かな臨時交付
金事業町道加納石井線舗装工事

 ４，６８３，０００円
 丸三工業�
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�地域活性化・きめ細かな臨時交
付金事業町道伊浜線舗装工事

 ５，８１７，０００円
 丸三工業�

�地域活性化・きめ細かな臨時交
付金事業町道蒲谷口植松Ａ線舗
装工事

 ３，７５９，０００円
 丸三工業�

�地域活性化・きめ細かな臨時交
付金事業前原橋高欄取替工事

 ９，１７７，０００円
 �伊豆総合

�南伊豆町新庁舎付帯建築工事
 ４，１７９，０００円
 �南伊豆造園土木

　平成２２年度第４四半期（１月か
ら３月）における主要建設事業等
の発注状況は、次のとおりであり
ます。
�焼却処理施設定期補修工事
 ４０，５３０，０００円
 �タクマ東京支社

�ごみクレーン補修工事
 ３，０９７，５００円
 極東サービス�

�ごみトラックスケール計量シス
テム更新工事

 ３，６７５，０００円
  鎌 

かま

 長 
ちょう

 製  衡 �
せい こう

�旧手石保育所解体工事
 ８，１３４，３５０円
 五味建設�
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１１１１広報みなみいず ２０１１．４１０１０
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　３月１６日、南上小学校の児童会が、１７日には南中

小学校の児童会が役場を訪れ、東北地方太平洋沖地

震の義援金として、それぞれ５７，２６９円、１９０，３１８円を

寄せました。南中小学校児童会長の外岡隆弘さんは、

「被災地の人たちに何かできることはないかと考え、

募金ならできると思い児童会で児童たちへ募金を呼

びかけ集めました。」と語りました。

　役場では、町民課窓口に募金箱を設置し善意を呼

びかけています。

����������	

　３月５日、６日、南伊豆町への移住を希望してい

る方を対象に「みなみいず暮らし現地セミナー」が

開催されました。参加者の９名は、町の状況説明の

ほか、先輩移住者との意見交換、親睦会、農漁業体

験を通じて南伊豆町を理解していただきました。

���������	
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　３月５日、６日の二日間に渡り第１１回南伊豆

菜の花ツーデーマーチが開催され、町内外から

７１２人が参加しました。両日とも天候に恵まれ、

参加者は見頃を迎えた日野の菜の花畑や海岸線

などの景色を楽しみながら、それぞれのコース

を完歩しました。
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　２月２５日、共立湊

病院の新病院（仮称）

下田メディカルセン

ターの起工式が、下

田市の旧県立下田南

高跡地で行われまし

た。

　新病院の完成予定

は来年４月で、５月

の開院に向けて準備

していきます。

　２月２６日、お話しの会ピロシキの公演会が中

央公民館で行われました。ハンドベル演奏、

カップシアター、手遊び、紙芝居など盛りだくさ

んの内容に、訪れた親子も一緒に楽しみました。
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１３１３
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　南伊豆町の皆さんこんにちは。
今回は、これから見ごろを迎える、
塩尻の名所のひとつ「みどり湖」
を紹介します。
　みどり湖は、信濃川水系の最上
流にある、緑に囲まれた湖です。
農業用ため池として整備され、奈
良井ダム、沓沢湖（くつざわこ）
に次いで、市内で３番目の大きさ
です。
　湖周辺は公園として整備され、
四季折々の花が咲き、市民の憩い
の場として親しまれています。特
に、これから見ごろを迎えるのが、
約３，０００株の水芭蕉です。昭和６１

年に地元の愛好家が植えたことに
始まり、現在は「水芭蕉を守る会」
の皆さんに管理されています。例
年４月上旬から約１カ月間、可憐
な白い花を咲かせ、県内外から訪
れる多数の見物客を楽しませてい
ます。
　また、みどり湖は、ヘラブナ釣
りのメッカとしても有名で、７月
上旬には「ヘラブナ釣り大会」が
開催され、多くの太公望でにぎわ
います。
　さらに、みどり湖の南側の遊歩
道を登ると、「信州のサンセット
ポイント１００選」に選ばれた場所
があります。ここから見る夕景の
北アルプスは、知る人ぞ知る絶景
です。　
　これからの季節、ぜひ、自然豊か
なみどり湖へお出掛けください。

���　塩尻市観光課
　�０２６３－５２－０２８０
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　富士山静岡空港サポーターズクラ

ブのメール会員に登録した方が、期

間中、富士山静岡空港の発着便をご

利用になるか、清水エスパルスやジュ

ビロ磐田のホームゲームを観戦する

と、抽選で毎月、コラボキャンペー

ンならではのタオルマフラーなど、

素敵な賞品をプレゼント！

��������　６月３０日（木）まで

��　

　富士山静岡空港利用促進協議会

��　�エスパルス

　　　�ヤマハフットボールクラブ

���　富士山静岡空港キャンペー

ン事務局

　�０５４－２０２－９０１１

　（平日９：００～１８：００）

　ホームページ

　http://fs-airport.com

　交通事故にあわれてお困りの方々

のために、全国に「自動車保険請求

相談センター」を設置し、自動車損

害賠償責任保険（自賠責保険）なら

びに任意自動車保険の請求について

無料でご相談をお受けします。

���　月曜日～金曜日（祝日を除

く）９：００～１２：００および１３：００～

１７：００

＊専門の相談員が電話または来訪で

の相談に応じます。（相談無料）

����　社団法人　日本損害保険

協会　静岡自動車保険請求相談セン

ター（静岡市呉服町１－１－２）

　�０５４－２５２－３３３４

　�０５４－２５３－２５１４

�����（予約制・相談無料）

　毎週木曜日１３：００～１６：００

　���������

�������

　地震保険は、政府と損害保険会社

が共同で運営する公共性の高い保険

で、地震・噴火・津波による居住用

の建物とその家財の損害を補償する

保険です。

�������

　地震保険は、火災保険とセットで

契約する必要があります。なお、火

災保険を契約していれば、その契約

期間の途中からでも地震保険を契約

することができます。また、地震保

険の商品内容や保険料については、

保険会社による違いはありません。

��������	�


　現在、火災保険を契約している方

は、その契約の損害保険代理店また

は損害保険会社にご相談ください。

���　社団法人　日本損害保険協

会　静岡支部

　�０５４－２５２－３３３４
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月　日年齢氏　名地区

１．２９６９山 本 和 平手石

２．４８２�野千枝子中木

２．６８５小 島 周 三上小野

２．９６７里 見 一 誠青野

２．１３９２� 橋　 亘一條

２．１４８９山 本　 幸市之瀬

２．１６６６土 屋 一 郎青市

２．１６９４三 井 龍 夫下賀茂

２．１７８８黒 田 美 子吉祥

２．１９９４渡 邉 弥 吉妻良

２．２０８２伊藤富佐子下賀茂

２．２２５９久保坂蝶子二條

２．２２８７平井きくゑ川合野

２．２４９３鈴 木 み つ市之瀬

２．２６６８藤 井　 茂下賀茂

２．２８８８木村良太郎湊

��������	


婚姻日お名前（旧姓）地区

２．３木下勘也・典子（矢谷）石井

２．２２芳賀沼博文・沙織（渡部）湊

２．２２渡邊隆之・れん（塚本）毛倉野

������

父・母誕生日赤ちゃんの名前地区

敬介・友子１．１８栗 田 紘  志 
こう し

妻良

伸仁・美也子１．２１山之内りこ下小野

紀明・ミカ２．３中 溝 結  羅 
ゆ ら

加納

豪志・亜美２．６中 村 汐  音 
し おん

西子浦

淳平・裕美２．６横 田 明  澄 
あ すみ

川合野

拓三・史夏２．９萩 原 尚 
しょう

 太 
た

入間

尚志・理絵２．１７前 田 悠  愛 
ゆ な

青市

央樹・依真２．２３柴崎 穂  乃  彩 
ほ の あ

下賀茂
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広報みなみいず ２０１１．４１４１４

��������

　４月２３日に中央公民館で開催を予

定していた、元手石保育所職員によ

る「おっとっと劇団春公演」は、東

北地方太平洋沖地震に伴い延期させ

ていただきます。開催日が決まり次

第、広報などでお知らせします。

���　５月１４日（土）

��　１０：３０～１５：００

　　　（受付終了　１４：３０）

��　イオン富士南ショッピングセ

ンター（富士市鮫島１１８－１０）

ＪＲ東海道本線「富士駅」からシャ

トルバス１５分

���　「看護の心をみんなの心に」

～自分を大切にしていますか？

私たちがともに歩み力になります～

��　静岡県・（社）静岡県看護協会

������

ハープ・バイオリン演奏、バルーン

アート、ＡＥＤの実演、アロマハン

ドマッサージ、健康チッェク（骨密

度・体脂肪等の測定、ストレスチェッ

ク）と健康相談、看護職への進路相

談、ナースの仕事写真展（看護の現

場、防災訓練）、なりきりナース撮

影会（白衣を着て記念写真）

���　静岡県ナースセンター

　�０５４－２０２－１７６１

　�０５４－２０２－１７６２

　〒４２２－８０６７静岡市駿河区南町１４番

　２５号エスパティオ３階

　町では、町民の皆様との「協働の

まちづくり」を推進する一環として、

平成２３年度において地域振興、産業

の活性化、社会福祉の向上等を目的

とした公益的な事業（営利を目的と

した事業を除く。）を主催する住民

団体に対して、公募により補助金

（事業費の２分の１以内、上限５０万

円）を交付します。

�������　町内に在住または

在勤する者で構成された団体で、次

のいずれにも該当する団体

�団体の代表者が本町の住民である

こと。

�団体構成員の３分の２以上の者が、

本町に居住していること。

�団体の活動拠点が町内にあり、か

つ、町内において継続的に活動を

行っていること。

�営利団体でないこと。

�特定の政党もしくは政治団体また

は宗教等を支持する団体でないこ

と。

�����　補助金交付要望書（町

のホームページまたは役場総務課に

て配布）に必要書類を添付して、総

務課に提出してください。審査の上、

交付を決定します。

����　５月１２日（木）

��　毎月第４木曜日

　　　（※印の日は、第３水曜日）

検査日月検査日月

２７日１０月２８日４月

　１６日※１１月２６日５月

２２日１２月２３日６月

２６日１月２８日７月

２３日２月２５日８月

２２日３月２２日９月

��　賀茂保健所１階相談室

　　　（下田総合庁舎別館１階）

�����　９：００～１２：００（要予約）

����

　エイズ検査…検査日１４：００～１７：００

　肝炎ウイルス検査…約１週間後

���

�電話予約が必要です。（検査前日

の１６時まで受付）

�検査は無料・匿名です。

�エイズ検査は感染の心配のあった

日から３か月後に受けてください。

�相談は随時受け付けています。

������

　賀茂保健所　地域医療課
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＊本事業に関する説明会を以下の

とおり開催します。

��　４月２７日（水）　１３：３０～

��　中央公民館２階　講義室

���　総務課　総務係

　　　　�６２－６２１１



広報みなみいず ２０１１．４１６１６
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　肺がんは、日本人の死亡原因の第１位で、今も

なお増え続けています。一番の危険因子は喫煙で

す。症状としては、治りにくいせき、血たん、胸

痛、息切れなどがみられますが、初期には自覚症

状があらわれにくいといわれています。

　医療技術の進歩もあり、がんは決して治らない

病気ではなくなってきました。ただし、そのため

には早期発見が欠かせません。そのため、がん検

診を定期的に受けることが大切です。

　健康福祉課では４月に、４０歳以上の方を対象に、

各地区を巡回し肺がん検診を実施しています。対

象の方は、是非受診してください。

��������	���������

　昭和５３年に、南伊豆町健康づくり食生活推進協議
会として誕生しました。現在会員は２３人です。主に、
食事を中心とした健康づくりをすすめる活動をして
います。幼稚園ではお弁当のバランスをテーマにし
たり、小学校では授業でお米の栽培から取り組み、
できたお米をひいて米粉にし柏餅や団子を作ったり、
巻き寿司や肉飯などの郷土食を作る食育教室を行い

ました。老人会では、低栄養の予防、牛乳や乳製品の
普及をしています。転倒予防のためにカルシウムを多
く含んだ食事を紹介して、実際に食べていただいてい
ます。
　「健康は毎日の食事から！」を合言葉に、身近なと
ころから少しずつ広げていきたいです。一緒に活動し
てくださる方がいたら大歓迎です！
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